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泌 尿 器 科 
Ⅰ プログラムの名称 

 日野市立病院 泌尿器科初期臨床研修プログラム 

 

Ⅱ プログラムの管理・運営 

初期臨床研修プログラムにおける泌尿器科での研修内容は，日常診療において頻繁に遭

遇する泌尿器科的病態に適切に対応できるように，プライマリケアの基本的な診察能 力

を身につける。指導医は泌尿器科部長を中心に，臨床経験 3 年以上の上級医を含めたチー

ムの一員として，泌尿器科疾患の診断，基本的手術，患者の管理，周術期管理を行う。な

お、当プログラムの管理・運営については、日野市立病院臨床研修管理委員会にて行う。 

 

Ⅲ プログラムの指導者 

 統括責任者・研修担当医 

  泌尿器科部長 堀永 実（日本泌尿器科学会専門医） 

  

Ⅳ 一般目標 

 初期臨床研修における泌尿器科での研修内容は，Ⅰ)泌尿器科的基本手技の修得、Ⅱ)泌

尿器科的救急疾患の対応を中心として行うものとする。 

 

Ⅴ 行動目標 

（１）チーム医療 

（２）身だしなみ，言葉遣い，患者とのコミュニケーション 

（３）患者の重症度の把握，上級医との連携 

（４）診断，治療の流れ，患者の全体像の把握 

（５）他科との連携 

 

Ⅵ 経験目標 

（１）尿路閉塞に対する対応 

   尿路閉塞は閉塞の部位により，上部尿路閉塞（腎，尿管）と下部尿路閉塞（膀胱， 

  前立腺，尿道）に分類される。下部尿路閉塞に対しては尿道カテーテルの挿入を基 

  本から習熟し，前立腺肥大症，尿道狭窄を伴う患者に対する導尿法，膀胱瘻の適応 

  と手技を習う。血尿による尿路閉塞に対しては膀胱洗浄の手技を習う。上部尿路閉 

  塞に対しての腎瘻の適応と手技を習う。 

（２）外傷に対する重症度判断と治療 

   腎，尿管，膀胱，尿道，精巣損傷における重症度判断と手術適応について習熟する。 

（３）尿路感染症の診断と治療 

   単純性膀胱炎，腎盂腎炎のみならず，泌尿器科特有の感染症である前立腺炎，精巣 

  上体炎の診断，治療について習熟する。 

（４）尿路結石症の診断と治療 

   保存的治療か外科的治療（ESWL を含む）を行うべきかの判断基準，ESWL の手技を習 

  熟する。 

（５）前立腺肥大症の診断と治療 

   経直腸的超音波検査を含めた前立腺肥大症の診断を学び，治療方法の選択について
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学ぶ。 

（６）神経因性膀胱の診断と治療 

   尿流量試験や膀胱機能検査の適応を理解したうえで，手技に習熟する。神経因性膀

胱の分類と治療方法を学ぶ。 

（７）泌尿器科悪性腫瘍の診断と治療 

   泌尿器科の代表的悪性腫瘍である腎腫瘍，膀胱腫瘍，前立腺腫瘍，精巣腫瘍の診断，

治療，管理方法について学ぶ。 

（８）その他泌尿器科的救急疾患の対応 

   精巣回転症，陰茎折症，持続勃起症，嵌頓包茎等泌尿器科的救急疾患の処置を習う。 

 

Ⅶ 研修スケジュール 

時間割と研修医配置予定 

泌尿器科学教室においての研修は，プログラムの 2 年次に選択により 1～3 か月をロー

テートする。病棟研修期間に泌尿器科疾患を持つ患者に遭遇することにより，泌尿器科的

検査処置等の技術を取得する。 

（１）研修内容と到達目的 

①外来研修 

スタッフの外来診療に加わり，患者の対応の仕方，検査手順，一般外来処置，外来

小手術の手技を習得する。排他的腎盂造影，尿道造影，腹部超音波検査，経直腸的

超音波検査，ウロダイナミクス，膀胱鏡等の手技に習熟する。 

②病棟研修 

病棟研修中は医療チームの一員として，包交，処置，周術期の管理を習得する。泌

尿器科的の基本手技として，尿道カテーテル，膀胱瘻留置等の手技を習得する。 

（２）勤務時間など 

勤務時間は，原則として午前 8 時 30 分から午後 5 時までであるが，病棟勤務では患者

の重症度によって延長されることもある。またカンファレンスなどで変更される場合が

ある。 

①標準的な週間スケジュール 

  8      9   10   11   12   1   2    3   4   5   6 

月 回診 外来/病棟 外来/超音波検査・膀胱鏡 病棟業務 

火 回診 外来/病棟 手術 
病棟業務 

カンファレンス 

水 回診 外来/病棟 外来/超音波検査・膀胱鏡 病棟業務 

木 回診 外来/病棟 手術 病棟業務 

金 回診 手術 病棟業務 

  ②定期的に行われる教育関連行事等 ＸＰカンファレンス：毎週水曜午後 3:00～4:00 

 

Ⅷ 研修評価 

EPOC オンライン評価システムに沿った評価を行う。 


